
ഀ送ÿ安全に関する基౾的な方針

②℻　関係ృඝ及び関඼規程を遵守し、全社員が職ಳを遂行する
①℻　ഀ送ÿ安全確保に全社員で努める

株式会社エポック

代表取締ೲ　松౾ℭ仁孝

社内に掲示し基౾方針を社員に周知徹底させる

ඝො⅁年度ഀ送ÿ安全に関する೜標

ඝො⅁年⅁月ℾ日

後 退 時 事 故 ゼ ロ

後退時ÿ窓あけ　

一呼吸行動ÿ徹底

スローガン

1



NASVA 実技 運転
救急救

命 避難 消火

⑧

①②③④⑤
⑥⑪⑭⑮

⑧

⑥⑭⑮ ⑧

③④⑤⑥⑦ ⑧

⑬ ⑧

⑥⑭⑮ ⑧

⑧

①②③④⑤
⑪⑬⑭⑮

⑫ ⑫ ⑫

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

安全性向上を図る為䛾装置を備える貸切䝞スを運転する場合に䛿、当該装置䛾機能へ䛾過信及び謝った使用
方法が事故䛾要因となった事例を説明する等、適切な運転方法を理解させる

䝠䝲䝸䝝䝑䝖や運転に関する苦情申告について、䝗䝷イ䝤䝺コ䞊ダ䞊䛾記録により運転状況や法令遵守状況を確
認し、自身に運転特性を把握させ、必要な指導を行う

䝖゛䝷イ䝤䝺コ䞊ダ䞊䛾記録を活用した䝠䝲䝸䞉䝝䝑䝖等を自社内で共有し、当該運転者以外䛾運転者に対する指
導及び監督に活用する

令和4年度

輸送↝安全教育計画

安全委
員会

社長面
談

旅客自動車運送事業運輸規則第䠏䠔条䛻䛛䛛䜛国土交通大臣䛾告示䛾㡯目

教育内容
公共的な運送事業であり、安全、確実な輸送が社会的使命であること、交通事故を惹起した䜀あい䛾社会的影
響が大きいことなど、事業自動車䛾運転者として䛾心構えを認識さにる。

貸
切
事
業
䛾
指
導
監
督

添乗教育
外部講習䞉研修会 適性診

断結果
指導

訓練自社䝗䝷イ䝤
䝺コ䞊ダ䞊教
育　安全会議

道路運送法、道路交通法及び道路運送車両法に基づき運転者が遵守すべき事項を理解させ、当該事項を遵
守すること䛾重要性を理解させる。

自ら䛾運転する事業用自動車䛾車高、視野、死角、内輪差及び制動距離などを確認させ、構㐀上䛾特性を把
握させる。

加㏿装置䞉制動装置及びかし取り装置䛾急操作䛾危険性及び乗客䛾着座並びシ䞊䝖䝧䝹䝖䛾重要性を理解さ
せ、乗客䛾安全䛾確保するよう指導する。

4月

5月

6月

7月

3月

8月

9月

10月

11月

12月

危険䛾予測及び回避を行うた為、運転操作、扉䛾開閉操作等によるも䛾で運転上生じ得る様々な危険につい
て理解させ、さらに、貸切䝞スについて䛿実際に運転する自動車と同一䛾車種区分を用意して必要な技能を習
得させる。

適正診断結果を活用している。「個人教育指導」

疲労や睡眠不足、生理的要因、心理的要因による交通事故について理解させ、勤務時間等基準告示を理解さ
せる。また飲酒運転、薬物使用運転、居眠り運転䛾禁止を徹底する。

1月

2月

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
に
よ
る
指
導
及
び
監
督
䛾
内
容

異常気象時䛾対処方法「安全運行」　第20条

非常時䛾対処方法䞉消火器䞉発煙筒䛾正しい取扱い方法及び救急救命訓練䞉避難訓練

乗降時䛾安全確保䛾為、䝗ア䛾開閉及び停車䞉発車における注意点、周囲䛾状況に応じた安全な停車等を指
導し、理解させる。

事業に係る主な道路及び交通状況を予め把握させ、䝠䝲䝸䞉䝝䝑䝖事例を説明するなど、状況を踏まえた留意事
項を理解させる。

心身䛾健康管理䛾重要性を理解させる。



安全指導䞉健康管理 車両関係 教育担当 指導監督資料

社長 令和4年度方針䞉目的

運行管理者 安全施策規定

日常点検䛾目的䞉要領 整備管理者 日常点検実施要項

適性診断結果指導 適性診断個人資料

KYT KY㼀シ䞊䝖活用

エアコ䞁䛾点検整備 整備管理者

外部講習 NASVA
自社内䝗䝷イ䝤䝺コ䞊ダ䞊
画像を活用

健康診断と健康管理 社長 健康管理䝬䝙䝳ア䝹

適性診断結果指導 運行管理者 適性診断個人資料

適性診断結果指導 適性診断個人資料

KYT KY㼀シ䞊䝖活用

運転実技講習
自動車事故安全
運転センター 安全運転中央研修所

KYT 運行管理者 自社内画像

適性診断結果指導 運行管理者 適性診断個人資料

社長面接 社長 健康診断結果表

社長
運輸安全䝬䝛ジ䝯䞁䝖

中間報告

9月 適性診断結果指導 運行管理者 適性診断個人資料

点呼記録簿

適性診断結果指導 適性診断個人資料

KYT 自社内䝗䝷イ䝤䝺コ䞊ダ䞊画像

運行管理者 点呼記録簿

冬用タイ䝲交換

チェ䞊䞁䛾点検

脳䝗䝑ク 社長 診断結果

自社内䝗䝷イ䝤䝺コ䞊ダ䞊画像活用

改善基準䛾䝫イ䞁䝖

社長 御前崎市消防署

実技訓練 運行管理者 消火器䞉発煙筒など

2月 運行管理者 点呼記録簿

社長
安全䝬䝛ジ䝯䞁䝖結果
及び来期䛾目標設定

乗客䛾安全確保 夏タイ䝲と交換交換 整備管理者
3月

①　社長が乗務員と個人面談「個人指導」を実施する「記録をとる」

②　指導項目　 適性診断と安全運転指導

安全会議「管理職会議」

䐤䚷自社䛾䝗䝷䜲䝤䝺䝁䞊䝎䞊記録䛻䜘䜛教育䜢年㛫䜢通䛨䛶行䛖

運輸安全䝬䝛ジ䝯䞁䝖関係「安全方針䞉目標䞉重点施策䞉安全に対する要望䞉䢇䢐䢔䢆䡫䢀体験情報䛾収集」

健康管理䛾重要性及び飲酒について「生活指導を含む」

③　初任者䞉適齢者へ䛾指導䛿乗務員䞉指導監督䛾指針」に基づき実施する「運行管理者」

④　外部講習会䞉研修会へ䛾年間計画表以外に積極的に参加する。

⑤　繁忙期指導(10月䞉11月)䛿点呼時を活用して情報伝達䞉安全指導を随時行う事。

救急救命訓練

避難訓練䞉消火訓練

道路交通法「法令遵守」

12月

健康管理

1月

外部機関へ䛾安全指導要請

道路交通法「法令遵守」

10月

道路交通法「法令遵守」

䝗䝷イ䝤䝺コ䞊ダ䞊教育

運行管理者

11月

道路交通法「法令遵守」

整備管理者
チェ䞊䞁䛾装着訓練

安全会議「管理職会議」

7月

外部機関へ䛾安全指導要請

令和4年度 乗務員年間教育計画
安全管理

4月

安全䝬䝛ジ䝯䞁䝖周知

外部機関へ䛾安全指導要請

5月 運行管理者

NASVA外部講習会

運行管理者

6月

8月

䝗䝷イ䝤䝺コ䞊ダ䞊教育



　　実施する。「令和䠑年䠍月頃予定」

④　外部機関(䠪䠝䠯䠲䠝)による安全講習会　「6月䞉2月」

⑥　安全運転実技講習会「安全運転中央研修所」に䠎名参加『䠐日間コ䞊ス』

⑨　䝞スから䛾避難訓練また䛿、救急救命講習会を御前崎市消防署にて

⑥　適性診断結果に伴う指導及び教育を随時行う「社長䞉運行管理者」

⑤　令和3年度に受診していない運転者若しく䛿新任乗務員に㻿A㻿検診を行う

⑦　乗務員を対象とした脳䝗䝑ク「脳M㻾I」検査䛾実施する　「12月」

令和4年度　安全教育実施計画

1)　安全講習

②　定期健康診断結果に基づく健康管理指導　「社長」

④　新入社員䛿そ䛾年度内に脳䝗䝑ク検診を受診させる『䠐䠌歳以上䛾新入社員』

①　指差し運転教育訓練

②　外部安全講習会へ䛾参加　「乗務員」

③　䝕ジタコ䞉䝗䝷イ䝤䝺コ䞊ダ䞊を活用した社内安全教育

③　毎年、適性診断䛾「初任診断䞉一般診断䞉適齢診断」䛾100䠂受診

⑤　安全䝬䝛ジ䝯䞁䝖䛾外部講習会　(䝖䝷䝑ク協会䞉NA㻿VA主催)へ䛾参加「管理者」

①　適性診断受診結果にてそ䛾際、社長が結果に基づき社員面談する。

2)　指導監督

⑦　自社䛾䝠䝲䝸䞉䝝䝑䝖体験集を用いた安全教育「自社内䝗䝷イ䝤䝺コ䞊ダ䞊画像」
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降車後、踏み台を౜れないよう注意する

乗
降
時

上記ÿ各号を乗ಳ員Ā遵守し事故౫止に努めなけれāならない
ඝො⅁年⅁月ℾ日

交差点周辺・カーブ・急こう配でÿ乗降Ā避ける事

駐車場でĀ乗ಳ員Ā必ず乗降口付近に൥ち乗客ÿ安全確保に努める

バスÿ車高を下げても必ず踏み台を設置すること

安全な場所で乗降させる「駐停車禁止場所でĀ絶対乗降してĀならない」

株式会社エポック

代表取締ೲ　松౾ℭ仁孝

そ
ÿ
他

高速道でĀ最高速度ⅆℽ㎞ℼⅶ以下で走行しなけれāならない

車間距ൡĀ渋滞時でも大型バスℾ台分ÿ距ൡを保ち走行すること

前方⅂ℽｍ先ÿ信号機、交差側歩行者യが青ÿ点ೇになったなら停車準備行動に移る

後退時に必ずハザードランプを点灯させる

歯
止
め

運転席をൡれて乗車・降車する場合

駐車する時

後
　
退

左右ÿバックミラーで後ඔÿ位置を確認する

後方カメラで障害物・人ÿഋವ確認する「見難い場合Āバスを降りて೜視する」

窓開けして、一呼吸してから次ÿ動作に移る

指
差
呼
称

交差点を通過するときĀアクセルから足を外し、緊急対応できる状態で速度を
ൌとして左右ÿ安全確認及び歩行者ÿഋವを確認し通過する

横断歩道ÿ手前でĀアクセルから足を外し緊急対応できる状態で歩行者ÿഋವ
を確認し通過する事
信号機ÿない交差点で、ഃ先道සを走行中であっても手前でアクセルから足を
外し、緊急対応ができる状態で左右に車ൺ・歩行者ÿഋವを確認し通過する事
乗客が着席するÿを車内ミラーで確認

赤信号・一旦停止後、発進する時Ā車内・左右及び前方ÿ安全確認

乗降後、発車する時Ā車内安全確認・左右及び前方に人ÿഋವを確認

交差点ÿ右左折Ā周囲安全を確認して徐行する「急ハンドル・急加速Ā絶対しない事」

ⅉ事故౫止ÿためÿ乗ಳ員ÿ実施項೜⅋

原
則

道ස交通ృを遵守する

コメンタリー運転をඡ行する「ハンドル操作を行う前に声に出す事」



7.　車間距離䛿渋滞時でも大型䝞ス1台分䛾距離を保ち走行する

8.　信号機

①.　補助信号がある場合䛿青点滅及び赤になったら止まる

②.　黄色信号䛿止まれ

③.　右左折䛿周囲䛾安全確認して徐行する「急䝝䞁䝗䝹䞉急加㏿䛿絶対しないこと」

6.　高㏿道路䛿最高㏿度90䟜/h以下で走行する

⑥.　乗降後、発車する時䛿車内安全確認䞉左右及び前方に人䛾有無を確認

⑦.　右左折䛾場合䛿前方䞉後方䞉左右䛾安全確認

4.　歯止め確認

①.　運転席を離れて乗車䞉降車する時

②.　駐車する時

5.　後退時

①.　左右䛾䝞䝑ク䝭䝷䞊で後輪䛾位置を確認する

②.　後方カ䝯䝷で障害物䞉人䛾有無確認する「見難い場合䛿䝞スを降りて目視する」

③.　後退する場合䛿䝞䝑ク䝤ザ䞊10秒以上鳴らしてから後退動作に移る

④.　䝝ザ䞊䝗䝷䞁䝥䛿必ず点滅させる

⑤.　赤信号䞉一旦停止後、発進する時䛿車内䞉左右及び前方䛾安全確認

安全輸送↚関す↺規定

⇶⇟乗務員↞次↝事項⇁遵守し↙け↻↟↙↸↙い

1.　道路交通法を遵守

2.　コ䝯䞁タ䝸䞊運転䛾励行「声に出して動作を行う」

3.　指差し呼称「車内↷し∝前方↷し∝右↷し∝左↷し」䛾実践

①.　青信号でもアクセ䝹足を離して左右䛾安全確認及び歩行者䛾有無を確認

②.　横断歩道䛾手前で䛿アクセ䝹から足を離して歩行者䛾有無を確認

③.　信号機䛾ない交差点で、優先道路を走行中であっても手前でアクセ䝹　

　　　足を離して左右に車両䞉歩行者䛾有無を確認

④.　乗客が着席する䛾を車内䝭䝷䞊で確認



施 行

実 施

株式会社 エ䝫䝑ク

代表取締役 松本 仁孝

　　　を行わなけれ䜀ならない。

②.　運行管理者䛿点呼時に䝞ス乗務員に各事項を周知徹底する

平成24年3月20日

平成24年4月1日

平成25年8月1日

Monday, April 1, 2019

平成27年2月28日

平成27年10月9日

Monday, April 1, 2019

改 定

①.　運行管理者䛿上記事項を定期的に安全䝭䞊䝔ィ䞊グで全䝞ス乗務員指導

②.　交差点が狭い場合や左折側䛾幅員が狭い場合䛿必ず徐行してシ䝣䝖2㏿

　　　で通過すること。

11.乗降時䛾注意事項

①.　駐停車禁止場所で䛾乗降䛿絶対して䛿ならない。　

②.　近隣䛾交通に迷惑をかけるような場所で䛾乗降䛿行って䛿ならない。

③.　交差点䛾周辺や急こう配及びカ䞊䝤付近で䛾乗降を避けて安全な場所で

　　　行うこと。

④.　昇降口䛾扉が完全に閉めた後で必ず発車しなけれ䜀ならない。

⑤.　昇降口䛾扉䛿䝞スが完全に停車した後、開かなけれ䜀ならない。

12.運行管理者責務

　　　意すること。

9.　右折及び狭い出入口右折時

①.　対向車があり右折䝺イ䞁で停車している場合䛿前方及び左側車線に車両

　　　䛾有無を確認してオ䞊䝞䞊䝝䞁グに注意しシ䝣䝖䛿䠎㏿発進を励行する。

②.　対向車がいない場合䛿、充分減㏿して前方及びオ䞊䝞䞊䝝䞁グに注意し

　　　てシ䝣䝖䛿3㏿で通過すること。

10.　左折及び狭い出入口左折時

①.　左䝭䝷䞊で後方䛾䝞イク䞉自転車䞉歩行者䛾有無を確認して巻き込みに注



⑨.　運転記録証明書を取り寄せ運転者䛾指導監督を行う

【　令和4年度　】

輸送↝安全↚関す↺施策↝確認及↢指導

①.　乗務員を外部安全講習会に順次参加させる

②.　事故「交通䞉車内」䛾発生した場合䛿緊急安全䝭ィ䞊䝔ィ䞁グを開催する

③.　事故䛾当該者と面接を行い事故原因究明及び対策をする。

①.　䝕ジコタで㏿度䞉連続運転時間休憩時間䛾確認

②.　ア䝹コ䞊䝹チェ䝑ク䛾記録

③.　安全䝭ィ䞊䝔ィ䞁グ時に安全施策䛾実践状況䛾確認

④.　乗務前、健康状態䛾確認

⑤.　䝗䝷イ䝤䝺コ䞊ダ䞊記録䛾確認

<指　導>

1.運行管理者䛾役割

<確　認>

1.運行管理者䛾役割

⑧.　適性診断、受診後に運行管理者により面談䛾報告「指導䞉教育」

⑤.　事故報告書を作成し掲示し事故䛾抑制する

⑥.　道路交通法及び社内規則に抵触した場合䛿当該者　と面談し指導䞉再教育をする

⑦.　䝠䝲䝸䝝䝑䝖体験シ䞊䝖を全員に周知徹底させる事。

④.　事故䛾損害等を社長に報告する



期間 より まで

⅄月

ⅆ月

ℾℽ月

ℾℾ月

ℾℿ月

ℾ月

ℿ月

ඝො⅀年⅁月ℾ日

株式会社ℭエポック

代表取締ೲℭ松౾ℭ仁孝

安全な車間距ൡÿ確保　

車間距ൡを充分空けてജഓÿある運転をする

運転席をൡれ場合Ā必ず歯止めをする事　「乗降補助踏台設置」

交差点ÿ右左折Ā周囲ÿ安全確認して徐行する事

ℾ⅃時以降Ā必ずライト点灯し自車ÿ存在を周囲に周知させる事。

前方ÿ交差側歩行者യ信号機が青点ೇಖĀ赤ÿ場合Ā停車準備行
動に移る

「ハンドル操作Ā必ず声を出し安全確認してから動作する事」

ハンドル操作する場合Ā曲がる方向ÿバス側ೌをバックミラーで
安全確認してから動作に移る

指差し呼称ÿ実施　「車内よし・前方よし・右よし・左よし」

高速道සĀ最高速度　時速ⅆℽ㎞以下で安全走行する事

乗降後、車内・左右側方及び前方ÿ安全確認してから発進する事。

安全対策

月別重点項目

令和4年4月1日 令和5年3月31日

後退時Ā窓を開けて「バックカメラにൈらない」

令和3年度

⅀月
コメンタリー運転ÿඡ行　

「急ブレーキにならないよう心掛ける」
⅃月

⅁月
「左右バックミラー及び降車して安全確認」

「急ハンドル・急加速しない事」
ⅅ月

⅂月
「渋滞時でも大型バスℾ台分以上ÿ距ൡを保つ」



代表取締役 松本 仁孝

⑤　乗務員安全運転実技講習会へ䛾参加「安全運転中央研修所」

④　救急救命訓練講習会を御前崎消防本部にて実施する

　　する。

③　外部機関「NA㻿VA」から講師を招いて安全教育を行う「年間2回」

⑥　運輸安全䝬䝛ジ䝯䞁䝖講習会に参加「管理職以上」

⑦　消火訓練若しく䛿䝞スから䛾避難訓練䛾実施「䠍回」

令和4年度安全投資計画

令和4年4月1日

株式会社 エ䝫䝑ク

①　初任診断及び適齢診断䞉一般診断受診を毎年受診させる

1　設備計画

大型䝞ス及び中型䝞スを各1両新規䝞ス購入する

高性能血圧計取得「記録紙付き」

2　安全教育計画

②　NA㻿VA及び䝖䝷䝑ク協会䞉䝞ス協会䛾主催䛾安全講習会に積極的に参加



期　間䠖　 より まで

目標 実績

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

株式会社 ⇎∃⇩⇕　本社営業所

ඝො⅀年度安全೜標ತ達成

低公害車䞉安全装置車両導入 観光中型䝞ス䠍両

初任診断及び適齢診断並び一般診断 対象運転者全員

外部「䠪䠝䠯䠲䠝」講師を依頼して社内安全講習会䛾実施 6月　1月

自社䝗䝷イ䝤䝺コ䞊ダ䞊䠠䠲䠠用いた社内安全講習会䛾実施5月䡚2月䛾間随時「年間䠐回」

安全運転実技講習会参加「4日間コ䞊ス」 12月に2名

2　活動実績

項 目

項 目 導 入 実 績

運転記録を取得する 対象者に全員取得「䠒月」

消火訓練及び䝞スから䛾緊急脱出訓練䛾実施 令和4年䠍月

対象乗務員脳䝗䝑ク実施 䠍名実施

睡眠呼吸障害「㻿A㻿」スク䝸䞊䝙䞁グ検査䛾実施 対象者䛾䠍䠑名中䠍䠍名受診

救急救命訓練講習会䛾実施「御前崎市消防本部」 新コ䝻䝘ウイ䝹ス関係で中止

3　設備関係「実績」

結 果 及 び 実 施 時 期

人身事故

追突事故

車内事故

自動車事故報告規則第2条↚規定す↺事故「令和3年度0件」↙し

後退時事故

右折左折時接触事故

令和3年度↝輸送↚関す↺情報公開

1　事故件数「令和3年度」

項　　目 事故内容

輸送↝安全↚関す↺基本的↙方針

令和3年度輸送↝安全↚関す↺目標達成状況 

①.　輸送↝安全確保↚全社員で努↰↺

②.　関係法令及↢関連規程⇁遵守し、全社員が職務⇁遂行す↺

令和3年度輸送↝安全↚関す↺目標

令和3年4月1日 令和4年3月31日

後 退 時 事 故 ⇢ ∓



①

②

統括運行管൛者

整備管൛者

ᧅ賀風花
①　平野ℭ利男

ℵ株ℶℭエポック安全管൛体制図

運行管൛者状況代表取締役

松本ℭ仁孝

守屋　要

事務所

柿原ℭ祐美子

ඝො⅁年⅁月ℾ日現在

安全統括管൛者

൵客・貨物

൵客のみ

岡本ℭ健吾

沖　一芳

増田ℭ喜則

原崎　守
大森ℭ幹夫

進士ℭ佳典
神谷ℭ茂治

松本ℭ仁孝

バ ス 部 門

外部整備工場

ට木ℭ洋一

ト ラ ッ ク 部 門

森　智則

萩原　勝
二俣ℭ秋男

藤本光芳

守屋ℭ新治

佐々木ℭ伸

松本ℭ仁孝 ②　岡本ℭ健吾

ႁ畑ℭ秀樹
岡村ℭ祐司

乗 務 員

オガサ自動車

平野利男

五嶋ℭ康幸
落合ℭ康男

安全委員会

平野利男

②　沖　一芳岡本健吾

②　松本ℭ仁孝

運行管൛者



⃸

ᢃ輸安全∄⇳⇞∇∙⇮組織体制図

原則的䛻䛿䚸統括㐠⾜管理者䛻意ぢせ望䜢相ㄯ䛧䚸統括㐠⾜管理者䛜社
㛗䛻報告䛧必せ䛺場合䛿䚸安全委員会䜢㛤催䛧ゎ決䜢図䜛

緊急性䛾䛒䜛事案䛿社㛗䛻直接相ㄯ䛩䜛事

社⅙ᧈ

ᢃ行管理者

統括ᢃ行管理者

社⅙員



署名 ㊞

䉰 䝏䜵䝑䜽欄

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

19

安全管理䛻必要䛺教育䞉訓練䜢定期的䛻実施䛧䚸記録䛧䛶䛔䜛䛛

䝏 䜵 䝑 䜽 内 容

社長䛿䚸安全方針䜢社内䛻周知䛧䛶䛔䜛䛛

社長䛿䚸㻝年䛤䛸䛻安全方針䜢実現䛩䜛䛯䜑䛾安全目標䜢作成䛧䛶䛔䜛䛛

社長䛿䚸安全目標䜢達成䛩䜛䛯䜑䛾安全計画䜢作成䛧䚸䛭䛾䛯䜑䛻必要䛺予算䛺措
置䜢講䛨䛶䛔䜛䛛

安全運行䛻努䜑䚸安全目標䜢達成䛧䛯䛛

社長䛿䚸重大事故䛜発生䛧䛯場合䛾対応方法䜢決䜑䛶䛔䜛䛛

社長䛿䚸少䛺䛟䛶䛸䜒䚷㻝䚷回䛿安全䛾確保䛻向䛡䛯取組䜏状況䛂安全目標䞉安全計
画䞉安全管理䛾取䜚組䜏体制䚹情報䛾伝達体制䞉事故防止対策䞉教育訓練㻕䜢検討䛧䚸
問題䛜䛒䜜䜀改善䛧䛶䛔䜛䛛䚸䛭䜜䜙䜢記録䛧䛶䛔䜛䛛

社長䛿䚸安全䛻関䜟䜛者䜢䚸国等䛜主催䛩䜛研修会䞉講習会等䛻受講䛥䛫䛶䛔䜛䛛

事故䛜発生䛧䛯場合䚸社長䜎䛷事故䛾情報䛜現場䛛䜙報告䛥䜜䜛体制䛜出来䛶䛔䜛
䛛

事故䛜発生䛧䛯場合䚸必要䛺報告䜢国土交通省䛻䛧䛶䛔䜛䛛䚹䜎䛯䚸事故䛾再発防止
策䜢検討䛧䚸出来上䛜䛳䛯改善策䛜社内䛻周知䞉実行䛥䜜䛶䛔䜛䛛

䝠䝲䝸䞉䝝䝑䝖及䜃事故事例䛂䠠䠲䠠䜢含䜐䛃䛾情報䜢集䜑䚸事故防止䛻活用䛧䛶䛔䜛䛛

15　16䚷䛾実施状況䜢記録䛧䛶䛔䜛䛛

次䛾事項䜢公開䛧䛶䛔䜛

安全∄⇳⇞∇∙⇮⇧⇍⇩⇕∐⇟⇮

社長䛿䚸法令遵守䚸安全最優先䜢第一䛻䛸䛧䛯安全方針䜢作成䛧䛶䛔䜛䛛

18

䚷䞉䚷輸送䛾安全䛻関䛩䜛基本的䛺方針

䚷䞉䚷輸送䛾安全䛻関䛩䜛目標及䜃目標䛾達成状況

䚷䞉䚷事故䛻関䛩䜛統計

䚷䞉䚷行政処分䜢受䛡䛶䛔䜛場合䛻䛿䚸䛭䛾処分内容及䜃処分䛻基䛵䛝講䛨䛯措置等

社長䛿䚸安全䛻必要䛺設備䛾更新䞉整備䜔人員䛾配置等䜢行䛳䛶䛔䜛䛛

社内䛻於䛔䛶䚸輸送䛾安全䛻関䛩䜛定期的䛺話䛧合䛔䛂安全䝭䞊䝔䜱䞁䜾䛃䜢行䛳䛶䛔
䜛䛛

社長䛿䚸運転者㻔社員㻕䛸直接話䛩機会䛂社長面談䛃䜢作䜚䚸安全䛻関䛩䜛指示䞉指導䜢
䛧䛯䜚䚸健康管理状況䜢聴䛔䛯䜚䚸運転者䛛䜙意見䞉要望䜢聴䛔䛯䜚䛧䛶䛔䜛䛛

関係法令䜔所内規則䜢遵守䛧䛶䚸安全行動䜢䛧䛶䛔䜛䛛

安全管理䞉運行管理䛻関䛩䜛社内規定等䛜適切䛻運営䞉管理䛥䜜䛶䛔䜛䛛

令和㻟年㻟月㻞㻝日 代表取締役㻌松本㻌仁孝



点検者 前回点検日 令和㻟年㻟月㻞㻢日

点検日 令和㻠年㻟月㻞㻜日

判定

3 〇

4 〇

5 〇

6 〇

7 〇

8 〇

9 〇

10 〇

11 〇

12 〇

代表取締役㻌松本㻌仁孝

特記事項

1

䚷安全統括管理者䛿䚸経営者䛸䛾連絡䜢
密䛻䛧䚸輸送䛾安全䛻関䛩䜛情報䜢収集䛧
経営者䛻報告䛧䛶䛔䜛䚹

䚷安全統括管理者䛿䚸安瀬管理䛾実施体
制䛻於䛡䜛各自䛾責任䞉役割䜢明確䛻定
䜑䛶䛔䜛䚹

䚷経営者及䜃安全統括管理者䛿䚸安全方
針䜢事業所内部䛻周知䛧䛶䛔䜛䚹

安全管理の取組み状況の自己⇧⇍⇩⇕∐⇟⇮

䚷経営者又䛿安全統括管理者等䛿䚸以下䛾䝏䜵䝑䜽䝸䝇䝖䜢活用䛧䚸少䛺䛟䛸䜒年䛻㻝回䚸安
全目標䛾達成状況䜔安全管理䛾取組状況点検䛧䜎䛧䜗䛖䚹䜎䛯䚸䝏䜵䝑䜽䝸䝇䝖䛿記録䞉保
管䛧䚸次回䛾䝏䜵䝑䜽䛾際䚸前回䛸䛾比較䜢行䛔䜎䛧䜗䛖䚹

〇

〇

䚷経営者及䜃安全統括管理者䛿䚸安全方
針䜢実現䛩䜛䛯䜑䚸㻝䛽可䛤䛸䛻安全目標
䜢定䜑䚸䛭䛾目標䜢達成䛩䜛䛯䜑䛾具体
的䛺取組計画䜢作成䛧䛶䛔䜛䚹

2

自己点検䝏䜵䝑䜽䝫䜲䞁䝖

䚷経営者䛿䚸法令䜢守䜛事䚸安全䜢最優先
䛸䛩䜛事䛺䛹䛾考䛘方䜢盛䜚込䜣䛰安全方
針䜢作成䛧䛶䛔䜛䚹

䚷安全運行䛻努䜑䚸安全目標䜢達成䛧䛶䛔
䜛䚹

䚷重大事故䛜発生䛧䛯場合䛾対応方法䜢
決䜑䛶䛔䜛䚹

䚷経営者䛿䚸安全䛻必要䛺設備䛾更新䞉整
備䜔寺院䛾配置等䜢行䛳䛶䛔䜛䚹

䚷安全統括管理者䛿䚸䛭䛾職務䜢把握䛧䚸
社員䛂乗務員䛃䜢指揮䞉指導䛧䚸安全目標䛾
達成䛻向䛡䛯取組䜏䜢積極的䛻䛚䛣䛺䛳
䛶䛔䜛䚹

䚷事業者䛿䚸安全管理䛾実施体制䛻於䛡
䜛各自䛾責任䞉役割䜢周知䛧䛶䛔䜛䚹

䚷事業者内部䛻於䛔䛶䚸輸送䛾安全䛻関
䛩䜛定期的䛺話䛧合䛔䜢行䛳䛶䛔䜛䚸

䚷経営者䛿䚸社員䛂乗務員䛃䛸直接話䛩機
会䜢作䜚䚸安全䛻関䛩䜛指示䞉指導䜢䛧䛯
䜚䚸意見要望䜢聴取䛧䛶䛔䜛䚹

2



判定

13 〇

14 〇

15 〇

16 〇

17 〇

18 〇

19 〇

20 〇

21 〇

22 〇

23 〇

24 〇

25 〇

26 〇

27 〇

28 〇

䚷䝠䝲䝸䞉䝝䝑䝖情報䜢集䜑䚸事故防止䛻活
用䛧䛶䛔䜛䚹

䚷他䛾事業者䛾事故事例䜢集䜑䚸事業者
自䜙事故防止䛻活用䛧䛶䛔䜛䚹

䚷緊急通報䞉連絡先䜢少䛺䛟䛶䜒㻝年䛤䛸䛻
見直䛧䚸電話番号等䛻変更䛜䛺䛔䛛䛹䛖䛛
確認䛧䛶䛔䜛䚹

㻞㻜䡚㻞㻠䛾実施状況䜢記録䛧䛶䛔䜛䚹

䚷事故䛜発生䛧䛯場合䚸必要䛺報告䜢国土
交通省䛻䛧䛶䛔䜛䚷㻔報告䛜必要䛺場合㻕

䚷経営者䛿䚸少䛺䛟䛸䜒年䛻㻝回䛿安全䛾確
保䛻向䛡䛯取組状況㻔安全目標䚸安全目標
達成䛻向䛡䛯取組䚸安全管理䛾取組体
制䚸情報䛾伝達体制䚸事故防止策䚸教育䚸
訓練等㻕䜢点検䛧䚸問題䛜䛒䜜䜀改善䛧䛶
䛔䜛䚹

㻞㻣䛾実施状況䜢記録䛧䛶䛔䜛

䚷事故䛜発生䛧䛯場合䛿䚸経営者䜎䛷事故
䛾状況䛜現場䛛䜙報告䛥䜜䜛䜘䛖䛻䛺䛳䛶
䛔䜛䚹

䚷発生䛧䛯事故䛾再発防止策考䛘䚸実行䛧
䛶䛔䜛䚹

䚷関係法令䜔事業者䛷定䜑䜛規則䜢遵守
䛧䛶安全運行䛧䛶䛔䜛䚹

䚷安全管理䞉運行管理䛻関䛧䛶事業者䛷定
䜑䜛規定䛜適切䛻管理䛥䜜䛶䛔䜛㻔必要䛺
部署䜈配布䞉保管䞉改廃手続䛾適切䛺実
施䛸表示㻕

䚷㻔䝖䝷䝑䜽䛾場合㻕䚷委託先事業者䛾輸送䛾
安全䜢阻害䛩䜛事䜢䛧䛺䛔䜘䛖䛻䛧䛶䛔䜛䚹

特記事項

䚷安全運行䛻必要䛺教育䞉訓練䜢定期的
䛻実施䛶䛔䜛

䚷経営者䜔安全統括管理者䛿䚸外部䛜主
催䛩䜛運輸安全䝬䝛䝆䝯䞁䝖䛻関䛩䜛研修
等䛻参加䛧䛶䛔䜛㻔事業者内部䛾教育䛾受
講䜒含䜐㻕

䚷㻝㻣及䜃㻝㻤䛾教育䞉訓練等䛾記録等䛾実
施状況䜢記録䛧䛶䛔䜛䚹

自己点検䝏䜵䝑䜽䝫䜲䞁䝖

䚷旅客䞉荷主䛛䜙輸送䛾安全䛻関䛩䜛意
見䞉要望䜢収集䛧䛶䛔䜛䚹
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判定

29

30

31

32

33

34

35

䈜

䝏䜵䝑䜽時䛛䜙改善䛧䛯点䛺䛹䜢記入䛩䜛事䚹

安全䛾確保䛾状況䛾点検䛾結果判明䛧䛯門隊䛸䛭䛾解決䛾䛯䜑対応䛧䛯状況

判明䛧䛯問題 実施日

㻟㻠䛾実施状況䜢記録䛧䛶䛔䜛䚹

自己点検䝏䜵䝑䜽䝫䜲䞁䝖

䚷安全方針䚸安全目標䛜委託先事業者䛻
周知䛥䜜䛶䛔䜛䚹

䚷委託先事業者䛻安全管理体制䛾構築䞉
改善䜢要請䞉指導䛧䛶䛔䜛䚹

䚷委託先事業者䛾安全方針䚸安全目標䛜
委託元事業者䛾安全方針䚸安全目標䜢踏
䜎䛘䛯䜒䛾䛸䛺䛳䛶䛔䜛䚹

䚷委託先事業者䛸相互䛾連絡体制䛾構
築䚸情報䛾共有化䛥䜜䛶䛔䜛䚹

䈜䚷実施䛧䛶䛔䜛場合䛿䚸䛄判定䛅䚷欄䛻䕿䚸実施䛔䛶䛔䛺䛔䜀䛒䛔䛿㽢䚷䜢記入䛩䜛事䚹

䚷委託䛧䛯管理業務䛾実施状況䜢定期的
䛻点検䛧䚸必要䛺改善䜢行䛳䛶䛔䜛䚹

解決䛾䛯䜑対応䛧䛯状況

該当䛺䛧

該当䛺䛧

該当䛺䛧

特記事項

該当䛺䛧

該当䛺䛧

該当䛺䛧

該当䛺䛧

䚷䛄特記事項䛅䚷欄䛻䛿䚸自社䛷行䛳䛶䛔䜛取組䛾概要䜔取組䛜困難䛺理由䞉問題䚸前回䛾

䚷委託䛧䛶管理業務䛻適用䛥䜜䜛管理䛾
方法䛸䛭䛾取䜚組䜏内容䜢委託事業者䛻
明䜙䛛䛻䛧䛶䛔䜛䚹
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